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スポーツ史 

学 会 だより 

                       第84号 

                                2007年4月10日発行 

                   

          スポーツ史学会事務局 

            〒639-1080 大和郡山市矢田町22番地

                      奈良工業高等専門学校 一般教科 

松井研究室 気付 

                      E-mail: matsui☆libe.nara-k.ac.jp 

           http://wwwsoc.nii.ac.jp/jssh/index.htm 

Ⅰ. 事務局報告                   
１．会況報告（2007年2月28日現在） 
・会員総数225名 （正会員192名 学生会員33名） 

・会費納入状況 

   2006（平成18）年度納入者数  152名 

   2005（平成17）年度未納者数   27名 

   2004（平成16）年度未納者数   10名 

    2003（平成15）年度未納者数    0名 

・会費収入総額           1,595,000円 

 

２．2007（平成19）年度会費納入のお願い 
 同封いたしました郵便振替用紙にて、2007（平成19）年

度会費（正会員8,000円、学生会員5,000円）の納入をお

願いいたします。前年度以前の会費をお振り込みいただ

いていない方はその年度分もお振り込みいただきますよ

う重ねてお願い申し上げます。会則第9条により、3年を越

えて会費を未納の場合、会員資格を喪失いたしますので、

ご注意ください。  

なお、会費納入状況等につきましてご質問のある場合

には、事務局までお問い合わせください。 

 
 郵便振替口座 ： 00930－8－206133 
 

 

３．会議の開催 
 2006（平成18）年度に開催された会議は以下のとおりで

す。 

【理事会】 

第88回 6月11日 大阪学院大学5号館B2-02会議室 

第89回 8月19日 弘前大学 S310教室 

第90回 12月2日 大阪学院大学2号館4F02教室 

第91回 12月3日 大阪学院大学2号館4F02教室 

第92回 3月25日 日本体育大学7号館3階731教室 

 
【編集委員会】 

第1回 6月11日 大阪学院大学5号館B2-02会議室 

第2回 8月19日 弘前大学 S310教室 

 
【選挙管理委員会】 

第1回 6月11日 大阪学院大学5号館B2-02会議室 

第2回 8月19日 弘前大学 S310教室 

 

４．スポーツ史学会第21回大会について 
 大会当番校（札幌大学）からの提案を受け、理事会で審

議した結果、次回の学会大会の日程等が決まりました。 

・期日 ： 2007（平成19）年11月3日(土)、4日（日） 

・会場 ： 札幌大学 

 〒062-8520 札幌市豊平区西岡3条7丁目3番1号 

・参加及び発表申込の締め切り ： 8月11日（土） 

・抄録の締め切り ： 8月31日（金） 

・主たる内容 ： 一般研究発表、シンポジウム、展示 

・大会組織委員長 ： 瀧元誠樹（第21回大会担当理事） 

 

５．日本学術会議刊行物 
 月刊 『学術の動向』 2007年1月～3月号が事務局に届

いております。末尾に目次のコピーを添付しておりますの

で、関心をお持ちの方は事務局までご連絡ください。（特

集記事はhttp://www.scj.go.jpからも閲覧可能です。） 
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Ⅱ. 理事会報告                   

１．第92回理事会 
第92回理事会が下記のとおり開催されました。 

期 日：3月25日（日） 13時０0分～１7時00分 

場 所：日本体育大学(深沢キャンパス)7号館731教室 

出席者：会長 稲垣正浩 

理事 三井悦子(理事長)、池田恵子、荻浩三、

坂上康博、高橋幸一、野々宮徹、船井

廣則、瀧元誠樹、松井良明(事務局) 

欠席者：なし 

１．議事録確認 

２．報告事項 

１）会況報告 

2）『スポーツ史研究』第20号の編集進捗状況について 

3）「ひすぽ」第66号の編集進捗状況について 

4）「学会賞・奨励賞」の推薦状況について 

５）スポーツ史学会第20回大会の決算報告 

６）その他 

３．審議事項 

１）2007年度ミズノスポーツ振興会研究助成金申請の

推薦について 

２）2007（平成19）年度「ひすぽ」67～69号の特集テー

マについて 

３）会員の入会・退会の承認について 

４）その他 

 

２．2007（平成19）年度ミズノスポーツ振興会 
研究助成金申請者の推薦 
第92回理事会において、審議の結果、2007年度ミズノ

スポーツ振興会研究助成金申請について、瀧元誠樹会

員（札幌大学）の申請を本学会から推薦することになりま

した。 

 

Ⅲ. 編集委員会報告                

１．『スポーツ史研究』第20号の刊行 

原著論文7篇、研究ノート3篇、その他1篇を掲載して3

月15日に刊行され、すでに発送作業を終えています。20

号についてのご意見、ご感想、ご要望などございましたら、

編集委員会までお寄せください。 

 

２．お詫びと訂正 
 第20号でつぎのような誤植が見つかりました。 

・173頁 28行目 誤 「人見絹江」 → 正 「人見絹枝」 

・175頁 15行目 誤 「都築 真」 → 正 「都筑 真」 

 お詫びして訂正いたします。 

 

3．『スポーツ史研究』 第21号へのご投稿に 
ついて 
第21号の締め切りは5月31日（木）です。投稿規程なら

びに執筆要領は『スポーツ史研究』の見開きに掲載され

ていますので、投稿前に必ずご確認ください。また、第21

号の投稿先は以下のとおりです。ふるってご投稿いただ

きますようお願い申し上げます。 

 

〒999-2232 山形県南陽市三間通1291-6 

スポーツ史研究編集委員長 高橋 幸一 

Tel：0238-40-2271 

 

Ⅳ. 会報「ひすぽ」報告                 

１．「ひすぽ」第６６号の刊行 
 「ひすぽ」第６６号が出来上がりましたので、本「学会だよ

り」に同封してお届けいたします。ご一読の上、ご感想・ご

意見などがありましたら、事務局までお寄せください。 

 

２．「ひすぽ」第67号の原稿募集について 
次号「ひすぽ」第67号の特集テーマは、ひき続き「スポ

ーツ史研究の可能性をさぐる（その２）」となりました。特集

テーマの締切は5月末日です。なお、「ひすぽ」の投稿内

容は、特集テーマ、論壇、自由テーマ、図書紹介、スポー

ツ博物館情報、内外の学会・研究会情報などです。電子

メールでのご投稿も可能（事務局宛）ですので、会員から

の多くのご投稿ならびに情報提供をお待ちしております。 

 

３．「ひすぽ」特集テーマの募集について 
2007（平成19）年度の「ひすぽ」第68号、第69号の特

集テーマを募集いたします。事務局までお寄せください。

皆様からの積極的なご提案をお待ちしております。 
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Ⅴ. 会員の動向                    

１．入会 
 次の方の入会（2007年4月より）が承認されました。 

大島 寛（おおしま ひろし）  

近畿大学健康スポーツ教育センター 

 

２．退会 
 次の方の2007（平成19）年3月末での退会が承認され

ました。 

大塚美栄子（所属なし）、輿水はるみ（所属なし）、 

中島信博（東北大学）、萩原美代子（文化女子大学）、 

天野郡寿（神戸大学）、鈴木敏夫（北海道大学） 

 

３．所属変更（2007年４月以降） 
新井  博（びわこ成蹊スポーツ大学） 

井上真奈美（奈良県立西ノ京高等学校） 

梅垣 明美（大阪体育大学） 

後藤 光将（明治大学政治経済学部） 

城  恵市（同志社大学付属小学校） 

月嶋 絋之（神戸市外国語大学非常勤講師） 

藤井 英嘉（滋慶学園） 

 
４．訃報 
 別所龍二会員（四天王寺国際仏教大学）ならびに石田

啓会員（国士舘大学）におかれましては、病気療養中のと

ころ、このたびご逝去されました。ここに謹んでご冥福を

お祈りいたします。 

  

５．会員名簿 
 ３月に発行いたしました「会員名簿」（平成19年1月現

在）を同封しておりますが、その後の異動や所属・連絡先

等の変更、誤り等がある場合は、お手数ですが事務局ま

でご一報ください。ご連絡は、Ｅメールでも結構です。下

記の宛先にご送信願います。 

E-mail: matsui☆libe.nara-k.ac.jp 

 

６．住所不明者 

 現在、つぎの方の連絡先が不明です。他学会等でお出

会いになられた方はご本人にその旨をお伝えいただけれ

ば幸いです。 

・ 岩崎 美湖 

・ 尚  大鵬 

・ 武山  功（国士舘大学大学院） 

・ 野田 克弘（北海道赤平高校） 

・ アレックス・ベネット（国際日本文化センター） 

・ 安則 貴香 （慶應義塾大学） 

・ 横山 祐樹（国士舘大学大学院） 

 

 

（注記） 

 巡回ロボット対策で、メールアドレスの＠を☆に変更して

います。実際にメールを送られる場合は、☆を＠に戻して

ください。 

 

 

 

 

 

 


